















A consideration on the transition of the positioning of childcare content  





















































































を指している 7 ）。また幼稚園教育要領の前文においては、「教育は、教育基本法第 1 条に定めるとおり、人格の完成
を目指し、（中略）心身ともに健康な国民の育成を期すという目的のもと、同法第 2 条に掲げる次の目標を達成する
よう行わなければならない」と記されている。
　幼稚園教育要領の第 1 章総則の「第 1 幼稚園教育の基本」には、「教師は、幼児との信頼関係を十分に築き、幼児

































































































「 2 内容」では「（ 5 ）先生や友達と食べることを楽しみ、食べ物への興味や関心をもつ」という文言になっている。
今日では「食育」という言葉が保育の中で当たり前に聞かれるようになったが、現在までの食事やおやつの歴史的背
景があった。














　要領と指針のねらい及び内容の比較においては、指針の第 2 章保育の内容の「 3 ． 3 歳以上児の保育に関するねら
い及び内容」は要領の第 2 章ねらい及び内容の 5 領域の記載とほぼ同様である。「内容の取扱い」についても要領と
同様、2018年施行の指針にも明記された。要領の「第 2 章ねらい及び内容、健康 3 内容の取扱い（ 1 ）～（ 6 ）」と
指針の「第 2 章保育の内容の 3 -（ 2 ）-ア-健康（ウ）内容の取扱い①～⑥」と比較するとほぼ同じ文言である。




1 ）ねらい（ 3 ）「健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身につけ、見通しをもって行動する」
内容の取扱い（ 2 ）「多様な動きを経験する中で、体の動きを調整するようにすること」が追加されているが、「幼児





































3 ）「内容の取扱い」（ 5 ）「基本的生活習慣の形成に当たっては、次第に見通しをもって行動できるようにすること」



















表 3 　2017年改訂幼稚園教育要領「第 1 章総則」及び「第 2 章ねらい及び内容」との関連
幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 ねらい及び内容
















（ 5 ）社会生活とのかかわり （ 5 ）先生や友達と食べることを楽しみ、食べ物への興味や関心をもつ。
（ 6 ）健康な生活のリズムを身に付ける。
（ 6 ）思考力の芽生え （ 7 ）身の回りを清潔にし、衣服の着脱、食事、排泄などの生活に必要な活動を自分でする。
（ 7 ）自然との関わり・生命尊重 （ 8 ）幼稚園における生活の仕方を知り、自分たちで生活の場を整えながら見通しをもって行動する。
（ 8 ）数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚（ 9 ）自分の健康に関心をもち、病気の予防などに必要な活動を進んで行う。
（10）危険な場所、危険な遊び方、災害時などの行動の仕方が分かり、
安全に気をつけて行動する。

























（ 2 ）保育所保育指針「第 3 章健康及び安全」に関する事項
　指針においても、第 3 章健康及び安全において、「 1  子どもの健康支援」「 2  食育の推進」「 3  環境及び衛生管理
並びに安全管理」「 4  災害への備え」の 4 点に分けられ、健康、食育、安全が重要視されている。子どもの健康及び
安全の確保は、子どもの生命の保持と健やかな生活の基本であり、一人一人の子どもの健康の保持及び増進並びに安
全の確保とともに、保育所全体における健康及び安全の確保に努めることが重要となる。この中で、2017年の改定指
針で変更された「 2  食育の推進」についてみる。
















　要領の第 1 章「総則」の第 2 幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
の 3 「次に示す『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』は、第 2 章に示すねらい及び内容に基づく活動全体を通し
て資質・能力が育まれている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿であり、教師が指導を行う際に考慮するものである」


























































　要領において、第 1 章総則の「第 1 幼稚園教育の基本」には、「教師は、幼児との信頼関係を十分に築き、幼児が

























（ 5 ）文部省「幼稚園教育要領（昭和39年 3 月23日・文部省告示第69号）」
　　 https://erid.nier.go.jp/files/COFS/s38k/index.htm、2021年 3 月31日閲覧
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